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Ⅵ めぐろ学校サポートセンターの事業 

目黒区めぐろ学校サポートセンターは、めぐろ学校教育プランが掲げる「魅力と活力にあふれ、信頼される
学校」の実現を目指し、平成20年度に旧守屋教育会館の業務を拡充し、閉校となった第二中学校跡地に設置
され、令和8年4月に中目黒スクエアに移転しました。めぐろ学校サポートセンターは、「学習・相談サポー
ト」の機能をもち、子どもたちの教育に関する支援を行っています。 
 

１ 学習・相談サポート（学習支援教室の運営及び教育相談に関する事業） 

(1) 学習支援教室 

ア 学習支援教室「めぐろエミール」の運営 

不登校の中学生を対象に適応指導教室として「めぐろエミール」を平成7年6月に開設しました。現在

は居場所機能の充実を図るとともに、長期欠席等の児童・生徒を対象とした学習支援教室として、一人ひ

とりの状態に応じた学習支援を行い、集団生活への適応と社会的自立を目指しています。令和6年5月か

ら東根住区センター児童館内において、タイムシェアにより室外支援を、令和8年1月からこもれび目黒

本町において、タイムシェアによる室外支援として「月光分室」を開始しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東東根根住住区区セセンンタターー児児童童館館室室外外支支援援  月月光光分分室室 

 

イ メンタルフレンド事業 

 平成10年9月から実施している事業で、長期欠席児童・生徒の自宅・学校へ「メンタルフレンド」を派

遣し、話し相手や相談相手になり、一緒に遊ぶ等のふれあいを通して自分自身を見つめさせ、人や社会との

関わり方を身に付けさせることを目的としています。 

 大学と連携した新たなメンタルフレンド事業を平成 24 年度から試行で実施し、平成 25 年度から学習支

援教室「めぐろエミール」や学校、長期欠席児童・生徒の自宅で活動しています。 

 登録者数 6人 （令和8年3月31日現在） 

 

  

開室場所 旧めぐろ学校サポートセンター 3階 

開室日 週5日（月曜日～金曜日） 

開室時間 午前9時30分～午後3時 水曜日は午前12時まで 

通級児童・生徒数 76名 

指導体制 13名 

活動内容 
相談活動（生活相談、学習相談、進路相談等） 
学習活動（各教科の学習支援） 
体験活動（レクリエーション、調理実習、校外学習等） 

開室場所 東根住区センター児童館 2階 こもれび目黒本町 2階 

開室日 週5日（月曜日～金曜日） 週5日（月曜日～金曜日） 

開室時間 午前10時～12時 午前9時30分～午後２時 
水曜日は午前12時まで 

通級児童・生徒数 9名 3名 

指導体制 2名 2名 

活動内容 
相談活動（生活相談、学習相談、進路
相談等） 
学習活動（各教科の学習支援） 

相談活動（生活相談、学習相談、進路
相談等） 
学習活動（各教科の学習支援） 
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(2) 教育相談 

児童・生徒及び幼児の心身の健全な発達を図るため、発達障害、学業上の問題、進路等、不登校、性格・

行動上の問題、学校・教師・学校生活、友人関係、精神・身体・健康、家庭生活・子育て・しつけ等、教育

上の諸問題について保護者、児童・生徒の相談に応じました。また、各学校・園での教育相談活動を支援す

るため研修会を開催する等、多様化する相談業務に対応できるよう努めました。 

 
ア 教育相談員構成 

教育相談員（心理相談専門員）13名 スクールカウンセラー統括 1名（令和8年3月31日現在） 
 

イ 来室教育相談 
毎週月曜～土曜日（午前9時～午後5時） 開室日数285日 

 
ウ 電話教育相談 
毎週月曜～金曜日（午前9時～午後5時） 受付日数236日 

  
来室相談者数                来室相談主訴  

 
 

 
来室相談状況(延べ人数)  

 

電話教育相談人数                     電話教育相談 内容別人数 

  
 
 
 
 
 
 
 

  

対象者 人数 ％ 

幼児 6 1.5 

小学生 265 64.6 

中学生 110 26.8 

高校生 29 7.1 

その他 0 0.0 

合 計 410 100.0 

相談内容 人数 ％ 

発達障害 0 0.0 

学業上の問題 68 16.5 

進路等 2 0.5 

不登校 111 27.1 

性格・行動上の問題 214 52.2 

学校・教師・学校生活 6 1.5 

友人関係 1 0.2 

精神・身体・健康 0 0.0 

家庭生活・子育て・しつけ 8 2.0 

その他 0 0.0 

合 計 410 100.0 

幼児 小学生 中学生 
高校生 
その他 

教師 
その他 

保護者 電話対応 合計 

41 939 353 143 0 1,900 105 3,481 

相談者 人数 ％ 

保護者 64 83.1 

本人 7 9.1 

その他 6 7.8 

合計 77 100.0 

相談内容 人数 ％ 

発達障害 2 2.6 

学業上の問題 4 5.2 

進路等 7 9.1 

不登校 25 32.5 

性格・行動上の問題 17 22.1 

学校・教師・学校生活 11 14.3 

友人関係 4 5.2 

精神・身体・健康 0 0.0 

家庭生活・子育て・しつけ 1 1.3 

その他 6 7.8 

合 計 77 100.0 
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(3) 不登校の状況 

目黒区立小・中学校における令和7年度の不登校児童・生徒（※注）数は、小学生186人、中学生175人、

合計361人です。 

（注）不登校児童・生徒：文部科学省の調査において、年度中に30日以上欠席した児童・生徒で、何らか

の心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、児童・生徒 が登校しない、あるい

はしたくともできない状況にある者（ただし、「病気」や「経済的理由」、「その他」による者を除く。）

をいう。 

 

(4) スクールカウンセラー 

小・中学校、幼稚園・こども園の教育相談の充実を図るために、小学校22校に都24人、区30人、中学校

7校に都19人、区4人、幼稚園・こども園3園には区3人のスクールカウンセラーを派遣しています。 

（区は延べ人数） 

 
ア 目的 

学校における児童・生徒に関わるいじめや不登校及び集団不適応等の問題の解決、並びに発達障害等の
支援をしています。また、児童・生徒や保護者、教職員への相談活動を行っています。 

 
イ 内容 
(ア) 児童・生徒等の行動観察とカウンセリングや行動観察に基づく保護者・教員へのカウンセリング及

びコンサルテ－ションを行っています。 
(イ) いじめや不登校、集団不適応及び発達障害に関する事例研究等や校内研修会での助言等、支援を行

っています。 
(ウ) 小学校には週2～4回、中学校には週3～5回、幼稚園・こども園には月3回の割合で定期的に派遣

しています。 
 
ウ スク－ルカウンセラ－の延べ相談回数  

小学校 中学校 幼稚園・こども園 

児 童 5,489 生 徒 1,922 園  児 2 

保護者 3,499 保護者 1,046 保護者 191 

教 員 8,152 教 員 3,036 教 員 158 

その他 194 その他 83 その他 29 

計 17,334 計 6,087 計 380 

行動観察 10,635 行動観察 2,227 行動観察 262 

 

エ その他 

区と都のスク－ルカウンセラ－の連絡会を年 3 回実施し、スクールカウンセラー同士が情報交換や情報
共有をして、連携していけるようにしました。さらに、第 2 回スクールカウンセラー連絡会において講師
を招聘し、相談業務の改善に役立てる研修会を実施しました。 

 

(5) スクールソーシャルワーカー 

児童・生徒の様々な問題に対応するため、福祉の専門家としてスクールソーシャルワーカー4名と、スクー

ルソーシャルワーカー統括1名を、めぐろ学校サポートセンターに配置しています。 

ア 目的 

不登校や虐待、ヤングケアラー、非行等を問題解決するために、学校や家庭、関係機関等と連携し直接
的・間接的に児童・生徒とその保護者と関わり支援しています。 
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イ 内容 

学校や関係機関等と連携し児童・生徒が置かれた環境への働き掛け（保護者、教職員等に対する支援・

情報提供など）を行っています。 

 

ウ スク－ルソーシャルワーカーの対応回数 

訪問・連携等の延べ回数（関係所管別）               

学校 家庭 教育委員会関係 関係機関 その他 合計 

552 778 102(30) 24 116 1572 

  ※関係機関とは、主にこども家庭センター及び東京都児童相談センター（児童相談所）等。 
( )はめぐろエミールとの連携（内数）。 

 
２ その他のサポート機能 
 
(1)  夏休み優秀作品展 

区公式ウェブサイト上で作品を紹介しています。 
 

 

 

 
(2)  教育資料の整備・活用 

ア 教科書センター 
めぐろ学校サポートセンター2階の教科書センターにて展示しました。なお、目黒区立学校で使用してい

る教科書は常時展示しています。 
 
イ 図書資料室 

教育に関する調査・研究収録、専門図書、教育に関する出版刊行物を常時展示し、学校教職員及び教育
委員会関係者の閲覧に供しました。 

 
ウ 教材貸出 
音楽授業で活用するため和楽器（琴）を各学校に貸し出しました。 

   小学校16校、中学校5校（延べ238面） 
 
(3)  視聴覚ライブラリー 

学校教育における学習指導の補助教材として、また、社会教育活動の学習資料として、「視聴覚教材」は活
用されています。 
ＶＴＲ教材 児童館4本 

 
(4)  めぐろ学校サポートセンター施設の利用提供 
  児童・生徒の利用、教職員の研修・研究及び調査、学校教育事業、その他教育委員会の教育の充実・振興
を図るため、研修室、理科室・音楽室を設置して、その利用に供しました。なお、令和7年度は中目黒スク
エア改修工事のため、中目黒住区センター児童館学童保育クラブが体育館を通年利用しました。 

 

 

期 間 令和7年10月21日（火）～1年間 

出品数 小学校344点 中学校13点 計357点 

研修室等利用実績 

  第1研修室 第2研修室 第3研修室 第4研修室 音楽室 理科室 合計 

回数 152 112 101 108 21 4 498 

人数 3,242 944 946 560 435 54 6,181 

体育館・運動場利用実績 

  体育館 運動場 

回数  295 

人数  7,584 
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